
平成２０年度鈴鹿市立旭が丘幼稚園経営計画 

 
１ 前年度における園経営の反省と地域・園児の実態 

 

園児は，明るく素直で，行動的であり，コミュニケーションもうまくとれる子が多いが，自己主張 

がやや強く，感情的に表現する姿もみられる。また，様々なことに挑戦意欲はあるものの，最後まで

やり遂げようとする根気強さに欠けるところもある。友達とのかかわりにおいては，相手を気遣う姿

は見られるが，自己中心的な行動も多くみられる。 

保護者は，県内外からの転入者が多く，ほぼ全家庭が核家族であり，地域とのつながりは薄い。 

  そのため，幼稚園が保護者同士のコミュニケーションの場となっている。その中で，“子育ての喜

びを共有し，悩みや不安を気軽に相談する人はいる”と感じてはいるものの，だれにどう相談したら

よいのかがわからず，子育てに対して不安や悩みを抱えている保護者もいる。 

  そこで，前年度は，親子が共に安定した気持ちで日々の生活が過ごせるよう，幼稚園が『集う』『遊

ぶ』『相談する』『共に育ち合う』場として，親同士がふれあい，共に育ち合える場を提供し，保護者

と共に子育ての喜びや楽しさが共有できる子育て親育ちの支援のあり方を探ってきた。 

本年度は，本園の実態である地域とのつながりが薄いところから，園内だけの教育にとどまらず，

子どもたちが，地域の自然，文化，環境に直にふれることで，その感動を親に伝え，共に共有し，響

き合うことでさらに，豊かな園生活の推進に努めていきたい。 

 

２ 園教育目標 

  

『豊かな心をもち，たくましく生きる子どもの育成』 

〇 健康で安全な生活をつくり出す力を育てる 

〇 身近な人とかかわる力を育てる 

〇 身近な環境にかかわる力を育てる 

〇 言語に対する感覚や言葉で表現する力を育てる 

〇 豊かな感性や表現する力を育てる 

 

３ 園経営方針 

  

〇 全職員が一体となった協力体制を確立し，明るい園や学級づくりに努める。 

 〇 ４歳児，５歳児の発達を見通した教育課程を編成し，その実践に努める。 

 〇 教師自身が正しい見識をもち，保育の力量を高め，研修に努める。 

 〇 環境整備の充実，安全指導，危機管理の徹底に努める。 

 〇 家庭・学校及び地域との連携を密にし，相互理解に努める。 

 〇 開かれた幼稚園づくりの取り組みに努める。 

 

４ 本年度の努力目標と達成方策 

  

 〇 一人一人の実態を把握し，指導の充実を図り，創意と活力に満ちた保育実践に努める。 

  ・ 幼児を取り巻くすべての把握に努め，一人一人に応じたねらいをもち，見通しをもった指導に

努める。 

〇 保護者との連携を密にし，信頼関係を築き，子育て支援の充実に努める。 

 ・ 園だより，クラスだより，参加型保育参観，個人懇談，おしゃべり会，つどいの会などを通し

て，保護者との相互理解を深め，子育て支援を推進するとともに，園経営や教育内容の改善に

努める。 

○ 幼児の心情を豊かにし，思いやりややさしい心で友達関係を広げられるように努める。 

 ・ 小学校や中学校との交流を通して，人とかかわる楽しさを感じたり，様々な感情体験をしたり

して，学びや生活をつなげられるように努める。 

○ 開かれた園づくりに努める。 

・ 幼児と教師が地域に出向き，地域の環境，自然にふれたり，地域の人々と交流したりして 

    園，家庭，地域が相互に連携しながら，開かれた園づくりに努める。 

   


